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　　　　京都天丈　學　會

天文學談話會記事

◇第五回◇　六月三日午後四時より　天文學教室に於て・

　　座長竹田助教授

　Y．　C．　Chang：　A　study　oF　of　tbe　orient’atiu’n　of　the　orbital　planes　of　i　6

　　visual　binaries　having　determinate　inclinations（糸召介者山村）

　　　リック天文毫等の観測で新に得ナこ四つの軌道面の向きの決つfこ二重

　　星を加へて，全部で16個の二重星を用ひて，軌道面の極の分布をしら

　　べナこが，之迄大冊認められてゐナこやうに，局部的に偏ってみない事が

　　確められナニ．

　IE．　A．　MiJne　：　The　structure　and　opacity　of　stellar　atmosphere　（幽き）

　中村要氏Schwassmann－Wachn・ann彗星（1930　d）の観測報告．

　　　漸く覗界を遠ざカ’つて，　一時天界を賑はしナここの彗星の観測も終つ

　　ナこ．中村氏に依ると．極大光度の時には蓑星は肉眼で見えナニそうで，

　　六等以上になつナこ課である．ウインネツケ彗星以來の珍客であった・

　次回は六月十日花山天文毫で開く物定であっ7このを，天文毫の都合て延

期する事となって六月十七日第六回を開く．

◇第六回◇　六月＋七B午後四時より花山天丈台に於て

　　座長山本野田司會

　　　當敏室の新進氣鏡の上島講師の研究獲表がある．

　上島講師Stellar　atmosphereのopacitアに就て

　　ミルンの所謂“Maximum　n｝ethod”をフアウラー著cc　Statistical　Mech－

　　anics”中の二十個ばかりの星のスペクDレ線のmaximumに慮用して

　　　　　　　　　　　　　　　　P
　　St・1】・・Op・・citYの式・一・7Fr中の轍を計算して見ナニカ泌

　　すしもミルンの値：と一致しないらしい．

　Geras｛movic：On　the　cla3si6cat】ul　of　variable　stars（紹介者　渡邊）
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近時攣光星研究の上に重大な意味をもつ分類法に封ずる一提案であ

る．この複羅極まる分類はその外廓を示すのさへ容易でない．渡邊

氏は李易に之を説明せられる．

◇第七回◇　六月廿四日午後四時より　天文學教室に於て

　　座長竹田助教授司會

　山村二二iOn　the　motion・f　Rhea・

　　ストルーペ及ウオルチエ爾氏の研究によって‘‘レア”の1）erisaturnの

　　経度が土星の最大衛星“タイタン”のそれの周りに秤動する事が理論

　　的並に歩測的に確められナこ．この事實は後に東大の荻原博士によって

　　一層精確に確定せられナこ．1930年の佛暦が“レァ”の要素ω（longitude

　　of　peri一一Saturn）に鋤して依然としてH．スF・．・1…一への値を記載してゐ

　　る事を注意す．

能田忠亮氏　L廿石星経考「

　　　史記天二三総論にL古の天数を傅ふる者，齊に在っては甘公，魏は：

　　石rp　■徐廣注にL茸公名は徳，本是れ魯人なり「とあり．劉向の七録に

　　はし甘公は楚人なり，戦國の時，天文星占八巻を作る．石申は魏人，戦

　　國の時天文八巻を作るコとあり．思ふに戦國の世に甘公，回申なる二人

　　あり．頗る天文に通じ五星を観測して占候，五行説の基礎を開き歳星

　紀年法を用ひると同時に多くの恒星を槻罪してその下構を定めその位

　置を測定した事は殆んど疑を容れない．されば支那丁丁時代に於ける

　天文の歌勢を察知するには，甘石弓経の研究に倹ナこなくてはならぬ・

　然るに不幸にして廿石の事蹟甚だ明かならす，僅かに漢魏叢書中に甘

　石星経と構するものあれど漢の廿公右申著となれる爲めか後世の傭作

　　として深く顧みられなかったのである．而も之を瞥見するに巻頭先づ

　L原注文一張「とあり北極星の記事及び西方南方の宿は之を訣き完全な

　　ものではない．一部分は明かに失はれナニものの様である．元來は五星

　の記事もあったもので絶目では見られないが宋の時代までは存在して

　おったのである．（文獣通考第219巻）



天女學談話會記事 Cr盾V，

　加之吾人が要求するが如き天文記事は比較的に乏しく研究材料としては

頗る貧弱なるものの如く思はれtのであるが私かに期するところあり．て，

之が研究に着手しナこのである．乃ち先づ三種の出動叢書並に五爵小it，・．説

郭等に見えt駈る甘石面挫の本文について比較研究をなし，之らの材料は何

れも同じオリヂンのものであることを確かめ，次に付石棲息に見えナこる星

座数162，星数大約770籐につきて研究したるに，殆んどすべて劇場上申王

威なる三家の星に踊着し得，不明のもの僅かに5座，打数30，之によって甘

石亀繧の申には皇威の星も包含されてるる事を明かにし得ナこ．次には去北

辰度鐵（NQrth　polar　distance）よりその観測年代を算：定するに，その標準に

とりナこる距星の照合をやらなくてはならぬ．それには

　　徐獲：　天元暦理

　　Schevallerヨ＝橋八千太：Catalogue　d’Etoiles

　　Gustave　Schlegel　：　Uranog．raphie　chinoise

　　戴進賢：欽定儀象考成

　その他欽定天文正義等に照らして記事に忠實に距星の照含を行ったので

ある．一度距星の正膿がわかればその去北辰度藪よりその観測年代を算出

する事が出診る．自口ち計算によれば二，三の例外を除けば殆んど凡ての星

は戦國中期（一360年頃）の観測となる．之に依って此の甘石星経の記事は

少くとも戦國中期或は周末の大占星家のun　6cho　de　la　traヨitionと見て差

し支へない．（敢て著作年代を戦國中期とは云はぬ）．弛の方面よりいへば

陳卓のそれと頗る似通ってみるので苦の時代のものかとも考へられ陳卓の

集録それ自身は甘公理申巫威の著作に基いてみると云ひ得るとすれば此の

甘石星経は苦以前にあっナこかも知れぬ．とまれ何んなに時代を引き下げて

も唐以後ではあり得ない．何となれば唐時代の記載には屡甘石膏経が引用

されてるるからである．

　既の研究の主眼黙は勿論甘石槍経の著作年代にあるが如くに思はれるで

あらうが筆者は飽くまでも支那戦國時代の天文の状勢を察知するに力鮎を

おいナ；o）である・語りて詳ならざるは之を後日に須つあらん事を．今は唯

その概略にとどめる．
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◇第八回◇　七刃一一日午後四時よD　花山国訴台に於て

　　座長山本激授司會

中村要氏・Schwassm・nn－Wschmann彗星に属する流星群に点て

　　逸早く京都大學より全世界にその出現を報ぜられナこシワスマン彗星に

　　心内せる流星は花山天文塁員総出で置現測されナこ．甑に5月21日に之に屡

　　すると拙しき流星群が出現しナこ．中村氏によると流星はすべて弱光度

　　で，4等乃至それ以下であっナこ．

　　　山本教授は宮澤氏の雨宿を報ぜられナニが，甚しき時は1時聞に100の

　　多き割合に上ってみる由である．

中村要氏；11糎の爲藍玉

　　　望遠鏡の構威中村氏の努力になつナこ十一糎の爲眞玉を見せて戴く．

上島昇昼…＝Oll　the　Unif（）rmity　of　the　comPOsitiOll　of　stellar　atmosphere

　　　ミルンの“Generalized　Saha　formula　”とラッセルのcc　Rowland　in一一

　　tencity　scale　”とを組合して太陽，αOri，αSco，　aBoo，7CygαPer，αCan

　mi，2Can．　maの八個の星の大町中の種々の原素の定量分析をして見

　　ナこ・それによると，どの星の大氣の組成も大差ないらしい．

　　　　　　　　　　　花　山　だ　よ　り

　九月に入って，休暇細面中の入々も蹄山せられ，それに新しい人の顔も

二三層して，相攣らす賑やかです．高城氏は志願助手より正式のメムバー

となられ，5〈・宮井君が時計係の雇員として來られましナこ．夏期中滞在せら

れナこ入々のうち，最後の金森氏は九月四日下IJ」されましたが，西女史のみ

は，夏を過ぎても，引きつ虻き天文毫で研究をせられることになりましナこ・

　四十六糎が愈々完成しました歪軸にローラーが付け加へられナこので，運

動は輕過ぎるほど輕くなり，接眼部には大規模な篇眞撮影装置が施され・

叉，そこには凋特な工面の輩式移動雨漏が付けられナこので，　もはや此の上

の慾はありません．すぐ，エロスと超海ヨ三星と，微光の小遊星とi彗星との

観測が始められませう．叉，いよいよ日本紙の星雲篇貫が撮れることにな

ったわけです．柴田君の25センチF3鏡も程なく完成する豫定です・


